
（5）　令和5年（2023年）8月1日 第205号  

教
育
に
お
け
る
直
接
体
験
・

自
然
体
験
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て

須
﨑　

友
康 

議
員《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

市
道
38
号
線
内
の

歩
行
者
安
全
対
策
の
早
期
実
現
を

髙
波　

貴
志 

議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

誰
も
が
利
用
し
や
す
い

Ｊ
Ｒ
相
模
線
入
谷
駅
の
改
善
を
問
う

伊
藤　

多
華 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

老
朽
化
が
進
む
学
校

こ
ど
も
の
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
技
術
士
の
活
用
を

内
藤　

幸
男 

議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

都
市
部
長　

市
内
の
管
理
不
全

な
状
態
の
空
き
家
は
１
０
１
件
で
、

こ
の
う
ち
２
件
が
特
定
空
家
の
候

補
で
す
。
ま
た
、
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
成
立
、

施
行
さ
れ
る
と
、
管
理
不
全
空
家

に
対
し
て
も
市
区
町
村
か
ら
勧
告

を
受
け
、
賦
課
期
日
ま
で
に
勧
告

に
対
す
る
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら

れ
な
い
家
屋
の
敷
地
に
つ
い
て
は

固
定
資
産
税
等
の
住
宅
用
地
に
関

わ
る
課
税
標
準
の
特
例
適
用
対
象

外
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
管
理
不

全
空
家
に
つ
い
て
は
、
そ
の
損
壊

状
況
等
に
応
じ
て
所
有
者
に
指
導
、

助
言
を
行
い
、
状
況
改
善
に
向
け

て
対
応
が
な
い
場
合
に
は
勧
告
を

行
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

然
体
験
を
数
多
く
経
験
し
た
子
ど

も
は
自
己
肯
定
感
や
協
調
性
、
探

求
力
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な�

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
然
体

験
活
動
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て

本
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

教
育
的
効
果
に
つ
い

て
は
、
学
校
生
活
で
は
得
ら
れ
な

い
体
験
か
ら
新
た
な
気
づ
き
を
得

る
こ
と
、
学
校
に
お
け
る
学
習
活

動
を
充
実
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
、

自
分
と
向
き
合
い
、
他
者
に
共
感

す
る
こ
と
や
社
会
の
一
員
で
あ
る

こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
、
自
然
の

偉
大
さ
や
美
し
さ
を
感
じ
取
る
こ

と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後

も
自
然
体
験
活
動
等
、
様
々
な
教

育
活
動
を
通
し
て
児
童
・
生
徒
の

豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

理
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
令

和
５
年
度
は
、
学
校
建
築
物
の
劣

化
状
況
や
毀
損
箇
所
、
安
全
性
等

に
つ
い
て
、
一
級
建
築
士
等
の
有

資
格
者
に
よ
る
点
検
を
行
う
予
定

で
す
。
ま
た
、
現
在
、
学
校
を
含

む
本
市
公
共
施
設
を
対
象
と
し
た

包
括
施
設
管
理
業
務
委
託
の
導
入

に
向
け
た
準
備
を
市
長
部
局
が
進

め
て
い
ま
す
。
保
守
管
理
の
業
務

水
準
の
統
一
及
び
質
の
向
上
等
を

目
的
に
、
建
築
物
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
知
識
、
経
験
を
持
つ
業
者

へ
複
数
年
に
わ
た
り
包
括
的
に
管

理
を
委
託
す
る
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
着
実
に
進
め
て
、

今
後
は
技
術
士
の
活
用
に
つ
い
て

も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ら
、
市
道
38
号
線
の
交
通
量
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
安

全
対
策
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。
横
断
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
交
通
管
理
者
の
座
間
警
察
署

へ
要
望
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
歩

行
者
の
滞
留
場
所
が
な
い
た
め
設

置
が
見
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
設
置
す
る
た
め
に
は
地
権
者

の
協
力
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
安
全

対
策
に
前
進
が
見
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
に
市
道
東
原
９
号
線
に
改
良
計

画
案
を
策
定
し
、
関
係
者
等
と
協

議
を
行
い
、
可
能
な
案
の
策
定
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

は
難
し
い
課
題
等
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
市
の
入
居
者
の
平
均

年
齢
が
73
歳
、
高
齢
化
率
が
70
％

と
高
齢
化
等
の
問
題
も
看
過
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
本
市
の
市
営
住

宅
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
実
際

に
公
営
住
宅
の
共
益
費
を
徴
収
し

て
い
る
事
例
等
を
参
考
に
、
徴
収

方
法
、
入
居
者
の
費
用
負
担
を
抑

え
る
方
法
、
指
定
管
理
制
度
の
導

入
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
検
討

し
ま
す
。
包
括
管
理
委
託
に
つ
い

て
は
、
建
物
の
管
理
を
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
共
益
費
な
ど
の

金
銭
の
徴
収
、
管
理
を
目
的
と
し

た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
共
益
費

等
の
徴
収
を
含
め
た
市
営
住
宅
の

指
定
管
理
制
度
と
は
別
途
検
討
す

べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
て
、
さ
ら

な
る
駅
施
設
の
整
備
を
引
き
続
き

要
望
し
、
本
市
と
し
て
も
、
こ
の

状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た
め

の
方
策
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

入
谷
西
93
号
線
の
階
段
ス
ロ
ー
プ

に
つ
い
て
は
、
隣
接
土
地
所
有
者

や
安
全
性
等
の
協
議
、
検
討
が
必

要
で
す
が
、
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。
入
谷
駅
東
口
の
ト
イ

レ
の
設
置
も
、
引
き
続
き
、
東
日

本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
て
、

入
谷
駅
周
辺
施
設
の
改
善
を
要
望

す
る
中
で
求
め
て
い
き
ま
す
。
座

間
入
谷
西
１
号
線
に
つ
い
て
は
、

カ
ラ
ー
化
し
て
い
る
路
側
帯
の
反

対
側
に
ラ
イ
ン
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
夜
間
の
走
行
で
も
車
道
幅
を

認
識
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

特
定
空
家
等
に
該
当
す
る
物
件

数
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家

に
な
る
要
因
の
一
つ
に
住
宅
用
地

特
例
制
度
が
あ
り
、
こ
の
適
用
を

受
け
る
た
め
に
空
き
家
状
態
を
続

け
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
で
は
、
指
導
、
勧
告
が
管
理

不
全
空
家
（
放
置
す
れ
ば
特
定
空

家
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
）

に
も
適
用
さ
れ
、
勧
告
で
住
宅
用

地
特
例
の
適
用
除
外
と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
早
い
段
階
で
固
定
資
産

税
等
の
優
遇
措
置
が
外
さ
れ
る
た

め
、
特
定
空
家
化
の
防
止
に
有
効

で
す
が
、
早
く
に
行
政
の
干
渉
を

受
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
管

理
不
全
空
家
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
本
市
の
不
登
校

児
童
・
生
徒
数
は
、
小
学
校
で
お

お
よ
そ
１
０
０
人
、
中
学
校
で
お

お
よ
そ
２
０
０
人
で
す
。
令
和
３

年
度
の
文
部
科
学
省
の
デ
ー
タ
で

は
、
小
学
生
の
不
登
校
の
要
因
で

一
番
多
く
を
占
め
て
い
る
の
が「
無

気
力
・
不
安
」
で
49
・
７
％
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
無
気
力
・
不
安
と

強
く
関
連
し
て
い
る
の
が
自
己
肯

定
感
の
低
下
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た
め

に
は
、
様
々
な
体
験
活
動
、
特
に

自
然
体
験
活
動
が
有
効
で
あ
る
こ

と
が
数
々
の
調
査
研
究
に
よ
り
実

証
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
立
青
少
年

教
育
振
興
機
構
が
令
和
元
年
度
に

行
っ
た
青
少
年
の
体
験
活
動
等
に

関
す
る
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
自

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

発
表
の
学
校
等
事
故
事
例
検
索
デ�

ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
平
成
17
年

度
～
令
和
３
年
度
に
小
・
中
学
校
、

高
校
で
確
認
さ
れ
た
死
亡
、
傷
害

事
例
は
８
７
９
７
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
日
本
技
術
士
会
に
よ
る
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
台
帳
の
整
備
と
、
か
か

り
つ
け
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
取
組
で
す
。

同
様
の
事
故
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
学
校
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
技

術
士
の
活
用
は
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

本
市
の
学
校
施
設
は

老
朽
化
が
進
み
、
施
設
や
設
備
を

安
全
に
使
い
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
よ
り
丁
寧
な
点
検
や
維
持
管

市
道
38
号
線
の
歩
行
者
を
含

め
た
安
全
対
策
は
急
務
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
市
道
38
号
線
と
市

道
東
原
９
号
線
が
交
差
す
る
丁
字

路
の
交
差
点
は
、
市
長
も
危
険
な

交
差
点
と
認
識
は
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
こ
れ
ま
で
数
十
年
に
わ
た

り
地
域
住
民
が
要
望
し
続
け
て
い

る
横
断
歩
道
の
設
置
な
ど
の
歩
行

者
安
全
対
策
が
大
き
く
前
進
し
て

い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
率
直
な

見
解
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
市
長

と
し
て
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

市
長　

横
断
歩
道
の
設
置
な
ど

の
歩
行
者
安
全
対
策
が
大
き
く
前

進
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の

見
解
で
す
が
、
近
隣
に
大
型
商
業

施
設
や
物
流
施
設
が
増
え
た
頃
か

入
居
者
の
高
齢
化
が
進
む
市
営

住
宅
で
は
、
共
益
費
の
徴
収
や
草

刈
り
が
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
神
奈
川
県
は
、
２
０
２
４
年

度
か
ら
県
営
住
宅
の
共
益
費
に
付

帯
事
務
費
を
加
算
し
た
上
で
、
希

望
す
る
自
治
会
に
対
し
、
県
が
共

益
費
を
徴
収
し
ま
す
が
、
本
市
に

お
い
て
も
同
様
の
手
法
で
市
が
徴

収
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

本
市
が
初
め
て
導
入
す
る
包
括
施

設
管
理
業
務
委
託
の
業
務
内
容
に

共
益
費
の
徴
収
な
ど
も
組
み
込
む

こ
と
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

都
市
部
長　

市
が
共
益
費
を
徴

収
す
る
こ
と
は
、
市
営
住
宅
の
管

理
の
根
幹
を
変
更
す
る
こ
と
に
な

り
、
各
市
営
住
宅
の
個
別
事
情
か

ら
、
市
が
一
律
に
徴
収
す
る
こ
と

Ｊ
Ｒ
相
模
線
入
谷
駅
を
利
用
す

る
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
使
用
し
て
い
る
子
育
て
世

代
の
方
が
利
用
し
や
す
い
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
見
解
を

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
四
ツ
谷
踏
切

近
く
の
市
道
入
谷
西
93
号
線
も
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
整
備
と
階
段
ス

ロ
ー
プ
を
現
在
よ
り
も
長
く
す
る

こ
と
へ
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。
続

い
て
、
入
谷
駅
東
側
に
公
衆
便
所

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
市
道
入
谷
西

１
号
線
に
、
夜
間
で
も
道
幅
が
認

識
で
き
る
よ
う
に
道
路
反
射
鏡
な

ど
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

都
市
部
長　

入
谷
駅
周
辺
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
東
日
本
旅
客
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政
視
察

…
島
根
県
浜
田
市
、
大

田
市
（
～
14
）

18
・�

県
央
八
市
議
会
議
長
連

絡
協
議
会
定
例
会
及
び

議
長
研
修
会
…
静
岡
県

静
岡
市
（
～
19
）

・�

都
市
環
境
常
任
委
員
会

行
政
視
察
…
富
山
県
滑

川
市
、
石
川
県
能
美

市
、
羽
咋
市
（
～
20
）

21
・�

座
間
市
立
市
民
文
化
会

館
の
適
正
で
は
な
い
使

用
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会

24
・�

基
地
政
策
特
別
委
員
会

要
請
行
動
…
防
衛
省
南

関
東
防
衛
局

25
・�

内
藤
議
員
行
政
視
察
…

東
京
都
世
田
谷
区

・�

愛
知
県
豊
田
市
議
会
視

察
来
訪

26
・�

島
根
県
浜
田
市
議
会
視

察
来
訪

空
き
家
対
策
は
、迅
速
か
つ
適
切
に
！

吉
田　

義
人 

議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

過
渡
期
に
あ
る
市
営
住
宅
の

管
理
運
営
方
法
に
つ
い
て
問
う

安
田　

早
苗 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》


